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よしむら・しん：1959年4月生
まれ。86年東京大学大学院
修士課程修了。東京大学助
手を経て93年より（株）インタ
ーネットイニシアティブに勤務。
97年6月メディアエクスチェン
ジ（株）を設立、代表取締役社
長に就任。 著書「インターネ
ット参加の手引き」、「インター
ネットオペレーション」（村井純
氏と共同監修）など。
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Shift up に寄せて

新しいなにかを創り出すということに決まった道具も

ないし、決まった手法もない。学校で学ぶ、数学や物理

や化学などの自然科学、経済学や法律などの社会科学、

文化に対する理解を深めるための人文科学と、どれが

どこでどのように役立つかなんてわからない。

ところが、勉強がそれ自身「いい学校、いい会社に入

るために点数を稼ぐ」という手段になってしまった。受験

戦争は有限数の科目においてよい点数をたたき出すこと

が必要とされ、そのために教養として身につけるべきも

のであったり、道具として習得すべきものであったりする

ものが、本来の機能を失ってしまったといってもいいだ

ろう。

あえて若い人のために言おう。私は東京大学理学部

を卒業し、大学院に進んだ。大学時代は生物化学や有

機化学を専攻し、その後、有機化学の研究室で助手を

約8年勤めた。助手時代に研究者のネットワークとしての

インターネットに出会ったし、コンピュータによる解析が研

究の主たる手段であった。その後、インターネットをより

広く社会に広めるためにインターネットサービスプロバイ

ダーの会社設立に携わり、いまもまた別のインターネット

関係の会社を興し、経営も行っている。

よく取材などで、「化学からコンピュータネットワークに

転身して大変ではありませんか」という質問を受ける。別

にコンピュータサイエンスを専門に研究したわけではな

いが、数学にしろ、物理学にしろ、はたまたそこそこの

社会科学にしろ、しかるべき基礎的なレベルを身に着け

て、その中でたまたまその時好きだったものをより深く研

究テーマに選んだだけで、他の学問の基礎がないわけ

ではないし、ましてや無知ではない。取材でこうした質

問を投げかける人はなにか大きな勘違いをしている。

さて、読者にとってぐっと身近な例でいえば、ソフトウ

エアは非常に重要な道具である。ソフトウエアにしても、

それを正しく使うというのはなにもマニュアルどおりに使

うことではない。目的とすることがあって、それに対して

必要なデータを必要な形で入力し、目的を達成すること

が正しい使い方である。もちろんマニュアルに従って使

うことは必要だ。しかし、それはのこぎりでどうやったら

材木が切れるのかといった程度のものである。目的を理

解しないで、自分勝手な解釈でソフトウエアを使うと大き

な誤りを起こすことがある。インターネットはもちろんなの

だが、今のコンピュータソフトウエアはコラボレーションの

ツールとしての基盤を提供することが多い。特に、ビジ

ネスソフトウエアはその機能が主である。そうすると、ワ

ープロソフトにしても、ただの清書装置だと思っている独

善的な使い方はコラボレーションに大きな障害を引き起

こすことがある。コラボレーションでは他人の時間をつま

らない作業で奪うのは悪なのだ。

成績を上げることだけが目的となってしまった勉強は、

道具の意義を理解することや、知識と教養の意義さえも

失わせてしまったのかと思わせることに最近よく出くわす。

「創る」ということはなにもないところからなにかを生み出

すことを意味するように取られがちだ。しかし、実際には

基礎となるべき知識と創るための道具が必要である。必

死になって吸収する意欲があってこそ、新たなものが生

み出されるのだと思う。詰め込み型の教育は間違いなく

その知識の意義を伝えてはいない。この不況下に、そ

れが証明されつつあると感じている人は多いのではな

いだろうか。

最後に余談だが、少子高齢化の時代を迎えて、学校

が入学試験で入学者を選別する時代は終わるだろう。も

はや学校自体が変革し、教養と知識の意義を正しく伝え

る場になるべきであり、そのポリシーを公開し、学校が

選ばれる時代になるべきだ。これに関しては初等中等教

育のほうがより深刻だろう。われわれは次の世代を創り

出すことにも心を砕かなければならない。 ill
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